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今和 8年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科 。理数科 3年 シラバス

教科名 科目名 (検内名称) 単位数 教 材

外国語
英語コミュニケーシヨンⅢ

(L英 コミユ)
3

教科書:ELEMENT Communicotion Engtish Ⅲ (啓林館)

副教材:Aim High V。 1.I(美自成ネ土)

外国語によるコミュニケーシヨンにおける見方・考え方を働かせ、5つの領域 (聞くこと
。

(やり取り)・話すこと(発表)・書くこと)1こおいて言語活動及びこれらを結び付けた統合的
な言語活動を通

して、情報や考えなどを的確に理解したり、通切に表現したり伝え合ったりする
コミュニケーションを図る資

質・能力を養う。

外国語の 4技能について、実際のコミュニケーションにおいて活用できる矢口識
・技能を身に付ける。

外国語の学習を通して、言語の働きや役割などを理解できるようにする。 (矢
口識・技能)

場所 。目的・状況などに腐じて、日常的・社会的な話題につ t｀ て、情報や考えな
どをタト国語で的確

に理解したり麹切に伝え合ったりできるようにする。(思考力・判断力
・表現力)

国語の背景にある文化に対して理解を深め、聞き手
:読み手・話し手・書き手に配慮しながら、外国語で

①

　

②

　

③

読むこと・話すこと

タト

聞いたり、読んだりしたことを活用して自分の意見や考えなどを話したり書いたりしよう
としている。主

授業形態

ア ドバイス

など

Lコ ースの授業ですと3年次の英語コミュニケーションⅢの授業は,卜 2年次で学習した内容を発展さ
せたものに

なりますむI・ 2年で学習した内容で理解できていないところがあると英語コミュ
ニケ
=シ
ョンⅢではわからないと

ころが増えてしまいます。復習もXず捲要です。音読をしっかりしましょう。また,提出物は期FRを守って下さ
い。そ

のためには,計画的な取り組みが姓要です。

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度評価の観点

国語の 4技能にういて(実際のコ 場所・目的・状況などに庵じて、日

ュニケーションにおいて活用できる 1的 :社会的な話題について、情報や

技能を身に付けている。外国 1考えなどを外国語で的確に理解した

習を通して、言語の働きや役 |り 、通切に伝え合ったりして
いる。

常 ′ト

|して自分の意見や考えなどを聞いた

いたり、読んだりしたことを活用

どを理解している。

り、読んだり、話したり書いたりしよ

うとしている。

国語の背景にある文化に対して

理解を深め、聞き手・読み手・話し

。書き手に配慮しながら、外国語

教養力 :幅広い教養と課題発見

解決のための知識・技能

思考力 :論理的に考え,1七判的に

掘り下げ,創造するカ

表現力 :忌考・判断の結果や経過

をわかりやすく伝えるカ

協働力 :多様な他者とコミュニケ

fシ ョンをとり協力するカ

省察力 :自 らの行動を振り返り改

善し前に踏み出すカ

育てたい生徒像

(資質・能力)

との関連

O投業・発表態度の観察

Oプ レゼンテーシヨンの観察

O授業関連提出課題の点検

O定期考査

O授業・発表内容の観察

○授業関連提出課題の点検

○定期考査

○授業・発表内容の観察

○授業間違提出課題の点検
主な

評価方法



学期 学習内容
学習の到逹日標

矢口識・技能 思考・判断・表現  1主体的に学習に取り組む態度

通
期 ELEMENT L5
Diversity

Aim High Unitil

おもちゃの歴史

ELEMENT L6
Education

Ain High Uniti2

ネアンデルタール人の骨

ELEMENT L7
Miracies of Nature

Aim High Unit:3

科学者の信頼

ELEMENT L8
Sustainabie

Devetopment

Aim High Unit14

字宙飛行士

ELEMENT L9
Att and Hear「

Aim High uniti5
フューチャーライブラリー

ELEMENT L10
Human Relotiondhi

Emojiに ついての本文を

読んで,概要や詳細を理

解したり,情報を事実と意

見に整理したりする

千年前のおもちゃから現

代のおもちゃへの変化に

ついて概要や詳細を理解

する。

スタンフォード大学の授業

ついて読み、概要や詳細

を理解する。

ネアンデルタール人の骨

から明らかになることにつ

いて概要や詳細を理解す

る。

鳥のりFの形の研究につい

てかかれた文章を読み概

要や詳細を理解する。

科学者による徹底的な検

証により科学は誠実であ

り続けることについて概要

や詳細を理解する。

読んだことを基に、話した

り書いたりして表現するこ

とおヾできる。

現代のおもちゃに関して

読んだことを基に、話した

り書いたりして表現するこ

とができる。

読んだ内容に関し、自分

の意見を書いたりして表

現することができる。

骨からわかる彼らの進化

につぃてどう思うか、話し

たり書いたりして表現する

ことができる。

人間にとって身近な動物

である鳥について、本文の

内容を元に話したり書い

たりして表現することがで

きると

現代の生活を支える科学

について、話したり書いた

りして表現することができ

る。

フードテックに関する本文

を読み、概妻や詳細を理

解する。

現代の宇宙飛行士につい

て概要や詳細を理解す

る。

アルブレヒトデューラーの

「祈りの手」にまつわるエ

ピソードを読み、概要や詳

細を理解する。

フューチャーライブラリーと

は何か、その目的は何か

について概要や詳細を理

解する。

「人とのつながり」にまつ

わるエピソードを読み、概

持続可能な開発につい

て、本文の内容を踏まえ

話したり書いたりして表現

することができると

宇宙開発について、話し

たり書いたりして表現する

ことがで士る。

「祈りの手」にまつわる本

文を読み、リテリングを行

うなど、本文の内容を踏ま

えて相手に伝えることが

できる。

紙の本を未来に残す取り

組みについて、話したり書

いたりして表現することが

できる。

「人とのつながり」にま本

文を読み、内容を踏まえて

本文に関連した内容に関

して、自分の考えを話して

伝えることができるように

する。

現代のおもちゃに関して

自分の考えを話して伝える

ことがて
｀
きるようにする。

大学へ進学する理由につ

いて考えを書いたり話して

伝えることができるように

する。

DNAの研究について自分
の考えを話して伝えること

ができるようにする。

本文に関連する内容に対

し、自分で考えて意見を伝

えることおヾできるようにす

る。

現代の生活を支える科学

について、自分の考えを話

して伝えることができるよ

うにする。

持続可能な社会のために

なにができるのか、自分の

意見を話して伝えることが

て
｀
きるようにする。

宇宙開発や NASAの取り
組みについて、自分の考え

を話して伝えることができ

るようにする。

「芸術と′は」について自分

の考えを話して伝えること

ができるようにする。

紙の本を未来に残す取り

組みについて、自分の考え

を話して伝えることがで

きるようにする。

筆者が生徒に渡した「す

べての長所リスト」にどの



ような価値があったのかつ

いて、自分の考えを話して

伝えることができるように

する。

要や詳細を理解する。 話したり書いたりすること

ができる。



今和 8年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科・理数科 3年 シラバス

教科名 科自名 (校内名称) 単位数 教 材

外国語
英語コミュニケ〒ションⅢ

(R英 コミュ)
3

教科書:ELEMENT English Communico石 oη 皿(啓林館)

昌咀教材:Cutting Edge‐―Orange― (エ ミテレ出版)

外国語によるコミュニケーシヨンにおける見方・考え方を働かせ、必下の 5つ

これらを結び付けた統合的な言語活動を通して、情報や考えなどを的確に理解したり、通切
に表現し|り伝

え合ったりするコミユニケーシヨンを図る資質・能力を養う。

① 外国語の 4技能につぃて、実際のコミュニケーシヨンにおいて活用できる知識・技能を身に付ける。

外国語の学習を通して、言語の働きや役割などを理解できるようにする。(矢
口識・技能)

② 場所:・ 目的と状況な
'ど
に薦じてt日 常的 :社会的な話題について、情報や考えなどを外国語で的確

に理解したり適切に伝え合ったりできるようにする。(思考力・判断力
・表現力)

③ 外国語の背景にある文化に対して理解士深め、聞き手・読み手・話し手・書き手に配慮しながら、ィト国語で

の領域において言語活動及び

聞いたり、読んだりしたことを活用して自分の意見や考えなどを話したり書
いたりしようとしている。主体性

Rコースの授業です。2年次の英語コミュニケーションⅢの内容をさらに発展させたものて
｀
す。律底的に反復学習

しましょぅ。予習・授業・復習という学習スタイルが入試を攻略する英語力につながります。すぐに辞書に頼らず

に,まずは,白力のみで英文 読々む習慣をつけましょう。速読,パラグラフリ
ーデイングなど,多量の英文を速くエ

確に読み,要旨をつかむ練習をしていきましよう。

授業形態

ア ドバイス

など

矢口識・技能 患考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度評価の観点

的・社会的な話題について、情報

や考えなどを外国語で的確に理

解したり、迫切に伝え合ったりして

いる。

理解を深め、聞き手・読み手・話し

手・書き手に西E慮 しながら、外国

語で聞いたり、読んだりしたことを

活用して自分の意見や考えなどを

聞いたり、読んだり、話したり書い

たりしようとしている。

4技能について、実際のコ 場所・目的:状況語の などに庵じて、日常 ♭卜国語の背景にある文化に対して

・技能を身に付けている。外国

ミュニケーションにおいて活用でき

る

語の学習を通して、言語の働きや

役割などを理解している。

教養力 :幅広い教養と課題発見

解決のための矢口識・技能

思考力 :論理的に考え,批判的に

掘り下げ,創造するカ

表現力 :思考・判断の結果や経過

をわかりやすく伝えるカ

協働力 :多様な他者とコミュニケ

ーションをとり協力するカ

省察力:自 らの行動を振り退り改

善し前に踏み出すカ

育てたい生徒像

(資質・能力)

との関連

○定期考査

〇小テス ト (ボキャブラリー)

OAchievemeni Check(矢口識・技

含ヒ)

○授業・発表内容の観察

○授業ノー ト

O定期考査

○ワークシー ト

OAchievemeni Check(思 考・判

断・表現)

O授業 。発表内容の観察

o授業ノー ト

O授業・発表態度の観察

○プレゼンテーシヨンの観察

OAchi3vement Check(自 由記述)

主な

評価方法



学期
知識・技能 思考・判出子・表現 主体的に学習に取り組む態度

L7 Mirccles of Noture

L8Susibinable

Developmen十

Pieosure Recding 2

An Alien Megastructure

L5Diversity

L6 EducGttiOn

Genderについて、 を 本文 ために不足し

大学での学びについて、

自分のビジョンや自分の

学びをどう深めるか、自分

の意見を具体的に表現す

ることができる。

本文理解や自己表現する

際に不足している背景的

矢口識を自分で補おうとして

ヽ`る。J

自然の不思議や奥深さに

ついて、自分で調べ、教科

書の内容に付加しながら

自分の理解を深め、その

内容を第 3者に伝えるこ
とができる。

自然の奥深さについて疑

間に思つたことを自ら調
べ、自分の知識として取り

込もうとしてtヽる。

食物生産の技術や工夫を

自ら調べ、教科書から得

た情報に組み合わせ、白

分の理解を表現すること

ができる。

新しい科学技術について

情報を自ら収集しようとし

ている。新たな技術を模索

しようとしている。

宇宙の奥深さについて白

分の理解を表現すること

ができる。自分の興味を

深掘し、その理解に付加し

て表現することができる。

自分の輿味・関′せを深め

ようとしている。自分の理

解をまとめようとしている。

多様性に関する講義を聴
い た り 、 Emo」 1‐The
Longuage of Ontine
Wo河 dを読んだりして、話
し手や書き手の意図を捉

え、要旨や概要を把握す

ることができる。

大学での学びついて、教

授と学生のやりとりを聞い

たり、学し3ミ内容を読んだり

して、話し手や書き手の意

図や要旨・概要を把握す

ることかヾできる。

自然についてのネット情

報を聞いたり、呼Fの形状と

鳥の特徴について書かれ

た文章を読んだりして、情

報や書き手の意図や要旨

を理解することができる。

食べ物の保存方法につい

てのプレゼンを聞いたりt

F6od Technologyの 未
来を読んだりして、話し手

や書き手の主張や要点を

理解することができる。

本文を読み、不可解な天

文現象について科学者の

アプローチを理解するとと

もに、星の明るさが変化す

ることから多くの研究がな

されていることを知る。

指摘できるとともに、読ん

だことを基に、自分の意見

を話したり書いたりして表

現することができる。

ている背景的知識を自分

で補おうとしている。



公共物への落書きは

か破壊行為かの議論を聞

ヽヽた
')、
Proying Hands

を読んだりして、話し手や

書き手の意図や行間を理

解し要旨やiVと要を把握す

ることができる。

人間の社会的ネットワィク

の仕組みについて視聴し

た り、A‖  the Good
Thingsを読んだりして、

詳細や行間を理解し、妥

旨や概要を把握すること

ができる。

DNA研究を取り巻く環境
にも日を向けつつ、本来の

目的は何かについて本文

を読んで、詳細や概要を

把握することができる。

ジョギングと健康との関係

についての文章を読み、

要旨を正確に捉えるととも

に、概要を把握することが

できる。

物語を読んで、オチを的

確に捉えることができる。

概要を把握し、何が面白

ぃのか読み取ることがで

きる。

英語の単語について、派

生や現在の使用場面など

詳細を理解し、言語の奥

深さについて把握すること

ができる。

視覚と脳との関係を描い

た英文を読んで。脳の働

きについて正確に把握す

る。

「祈りの手」にまつわるエ

ピツードや、芸術が歴史の

中でどのような役割を演

じていたか、深く探り、「芸

術とは何か」を考え、表現

することができる。

個と社会との関係につい

て、哲学的な素材にも触

れながら、自分と社会との

つながりについて、自分の

考えを整理し、表現するこ

とかヾできる。

絶滅種を復活させる意義

にういて、自分の意見を

構築し、他者に伝えること

ができる。

ジョギングは健康によいと

いう前提同様、他にも「思

い込み」を探り、自分の発

見したことを英語で表現

することができる。

本文の面白さはどこにあ

るのか、表現することがで

きる。違う結末を予想して

表現することができる。

本文の内容について自分

の理解を表現できる。英

語がどういう背景を持つ

言語か関連素材をもとに

自分の理解を表現するこ

とができる。

脳の認知機能につぃて、

さまざまな感覚機能との

関係を関連素材から学

び。本文の内容と合わせ

て、自分の理解を表現す

ることができる。

芸術にまつわる■ピツード

から自分なりの芸術論を

構築しようとして|ヽる。他

者の考えを尊重し、ともに

感化しあつている。

個を社会という文脈の中

で考えようとしている。自

分は社会とどのように関わ

っていくのか独自の観点を

持とうとしている。

絶滅種を復活させることの

意義について、事実をもと

に自分の考えを織り交ぜ

ながらイ云えようとしてヽヽる。

既成概念や前提にたいし

て意義を唱える姿勢を持

とうとしている。説得力の

あるサポートを準備しよう

としている。

本文のオチを探ろうとして

いる。自分の理解を積極

的に相手に伝えようとして

ヽヽる。

ペアで互いが持っている

情報を共有し、自分の情

報にカロえようとしている。

脳の機能について興味・

関職を強め。関連情報を

自ら探ろうとしてヽ`る。

ペアで互いが持っている

情報を共有しようとしてい

る。

L9Art ond Hea付

L10 Humon
Relotionships

Cutting Edge Orange

Chapter i

絶滅種とDNA

Chapter 4

Transtiion of Lcnguage

Chapter 2

ジョギング

Chapter 3
My C00kies

Ch9ptter 5

視覚

備考



今和 8年度 同山県立倉敷天城高等学校 普通科 。理教科 3年 シラバス

教科名 科目名 (校内名称 ) 単位数 教 材

外国語
論理・表現Ⅲ

(L論表Ⅲ)
2

教科書:Vision Quesi Ehglish Logic ond ExpressionⅢ

[啓林館]

副教材:W百 le lo the Poin十 [数研出版]

「論理・表現 I,H」 の学習内容を踏まえ,『話すこと (や り取り

中遣とした統合的な言語活動を通して,発信能力を強化するための発展的な活動に行う
とともに,論理

の構成や展開を工夫して詳しく伝えたり,伝え合ったりすることができる能力を養う。

具体的な活動と領域は以下の通り。   i

(1)話すこと[や り取り]

由常的・社会的な話題について,使用する語匂や文,対話の展開などにおいて,支援
をほとんど活用し

なくても,デイベー トやデイスカッシヨンなどの活動を通 して,複数の資料を活用しながら,多様
な語

匂や文を用いて,意見や主琴,課題の野決集などを論理
の構成や展開を工夫して詳しく話して伝え合う

ことができるようにする。

(2)話すこと[発表]

日常的・社会的な話題につしヽて,使用する語匂や文,事前の準備などにおいて,支援をほ
とんど活用し

なくても,ス ピーチやプレゼンテーシヨンなどの活動を通 して,複数の資料を活用しな
がら,多様な語

句や文を用いて,意見や主張などを論理の構成や展開を工夫して詳しく話して伝えることができ
るよう

にする。

(3)書 くこと

日常的・社会的な話題について,複数の資料を活用して,段階的な手順を踏みながら,読み手を説得
す

ることができるよう,意見や主張などを効果的な理由や根拠とともに,複数の段落を用
いて書いて伝え

)」「話すこと (発表)」「書くこと」を

ることができるようにする。

Lコニスの授業です。3年次の論理・表現Ⅲの授業は,2年次で学習した内容を●ら|こ発展さ
せたものです。

ペアワークでRP輿的に自分の考えや意見を英語で説明したり、自分で素早くト
ピツクを設定して考えをまとめて

きくトレーニングをしたりするなど、2年次までの授業や自主学習で身に
つけた知識を活用する場面を多く設定し

ます。授業後の復習を丁寧に行うことで、より矢口識が深く定着します。

授業形態

ア ドバイス

など

矢口識・技能 患考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
評価の観点

る。               |り して伝え合っている。

1目 的や場面,状況に庵じて,自分の

やきまりに関する事項 蕉見や主張などを論理?構成や展

きや役割を理解してtl l開を二夫して,詳しく話したり書いた

1外国語の背景にある文化に対する

1理解を深め,聞き手
・読み手など他

1者に配慮しながら,主体的
。自律的

に表現しようとている。

[矢口識 ]

びその働

意見や主張などを論理の構成や

を二夫して,詳 しく話したり

ぃた 1)し て伝え合うことができ

る技能を身に付けている。

[技能]

目的や場面,状況に庵じて,自 分

育てたい生徒像

(資質'能力)

との関連

協働力:多様な他者とコミュニヶ
―ションをとり協力するカ

省察力 :自 らの行動を振り返り改

善し前に踏み出すカ

教養力 :幅広い教養と課題発見

解決のための矢口識・技能

思考力 :論理的に考え,批判的に

掘り下げ,創造するカ

表現力 :思考・判断の結果や経過

をわかりやすく伝えるカ



主な

評価方法

O定期考査

〇小テスト

O授業・発表内容の観察

O提出課題の点検

O定期考査
0小テス ト

〇授業・発表内容の観察

O提出課題の点検

O投業・発表態度の観察
Oプ レゼンテーションの観察
O提出課題の点検

学期 学習内容
学習の到注目標

知識・技能 思考 :判断・表現  1主体的に学習に取り組む態度

前
期
Lcsson l

学習/言語 i

Friendship and improvemcnt

Lesson 2

学習/言語
WhiCh ie bCtter,a paper or an

electroniC dictionary?

(｀ψ″れe tO thc POint)Lユ

Lcsson 3

心理

Can   you   changc   your

pcrs6nality?

Lesson 4

越理

How do we make dcclslons?

(Writc to he Point)L2

Lcsson 5

医療/健康
Onlne

doctor consuitations

Lcsson 6

医療/健康
Hcaltty tifcstylc

[読むこと]
・学生の悩み解決 :留学

中の 2人の日本人学生か

ら送られた相談メールを

読んで,それぞれの悩みを

理解する。

[聞くこと]
・紙の辞書と電子辞書 :書

店で販売員が話す「紙の

辞書」と「電子辞書」の説

明を聞いて,それぞれの特

徴や違いを理解する。

・「少ない」「増えている」

などの例文を読んで理解

する。

[読むこと]
・悩み相談コラム:相談コ

ラムに寄せられた性格に

関する悩みと退信の投稿

を読んで,その悩みと助宮

を理解する。

[聞くこと]
・決断 :サせ理学の授業で ,

2つの異なる「決断スタイ
ル」に関する講義を聞い

て、それぞれの特徴や違い

を理解する。    ‐

・一般論を述べるときの主

語の決定について例文を

読んで理解する。

[読 oこ と]
・オンライン診療 :留 学中

にインターネットで調べた

病院のウエブサイトを見

て,オンライン診療と対面

診療の利点について考え

る。

[聞くこと]
・健康的な生活スタイル !

クラスメートのジェイクと沙

也加との会話を聞いて,ジ

ェイクの状況や問題 点を

理解する。

[話すこと]i
助言 (Advice):助 言を与

える表現を理解し,場面や

状況,目 的に庵じた適切

な文を組み立てる。

譲歩 (Concession):譲 歩

する表現を理解し,場面や

状況,目 的に応じた迫切

な文を組み立てる。

[書くこと]
・工しい表現を使って日本

語を英語に直すことがで

きる。

[話すこと]
・関係 (Rdationships):物

事の関係を表す表現を理

解しぅ場面や状況,目 的に

庵じた迫切な文を組み立

てる。

・判断の根拠 (Bases of

decisions):判 断の本R拠を

表す表現を理解し,場面

や状況 ,目 的に応じた適

切な文を組み立てる。

[書くこと]
・正しい表現を使って日本

語を英語に直すことがで

きる。

[話すこと]
・代替 (Alttm証市es):代

替を表す表現を理解し,

場面や状況 ,目 的に應じ

た適切な文を組み立てる。

・結果 (Rcsult):結 果を表

す表現を理解し,場面や

状況 ,目 的に庵じた適切

な文を組み立てる。

・留学中の学生に悩みの

解決策を助言するために,

論理的な構成や展開を二

夫して書いて伝える。

・初級の言語学習者は「紙

の辞書」と「電子辞書」の

どちらを使うのが良いかに

ついて,自 分の意見を論

理的な構成や展開を書く。

・ベア・グループで協力し

ながら工しい英文を書く。

・自分の性格について,子

供の項の性格としヒ較しな

がら,理由や具体例ととも

に,論理的な構成や展開

を上夫して書いて伝える。

,これまでの童大な決断に

ついて,いつどのように決

断したか,ま た決断の結果

について,論理的な構成や

展開を工夫して書く。

・ペア・グループで協力し

ながらiしい英文を書く。

・オンライン診療と対面診

療の利点について考え,ど

ちらがより良いと思うかに

ついて,論理的な構成や

展開を工夫して書く。

ジェイクのクラスメートとし

て,生活の問題点と改善

策を示して助言するため,

論理的な構成や展開を二

夫して書く。



・「～するために」「～しな

いように」の表現を例文を

読んで理解する。

[読むこと]
・課外活動の違い:日 本と

アメリカの課外活動の形

態について,や り取りされ

る学生同士のメール文を

読んで ,それぞれの課外

活動の特徴や違いを理解

する。

[聞くこと]

なるコミュニケTションス

タイル:2つのコミユニケー

ション文化 (高 コンテクス

トと低コンテクスト)につい

て話される講義を聞いて,

それぞれの特徴や違いを

理解する。

・「～のために」「～のおか

iずで」の表現を例文を読

んで理解する。

[読おこと]
・SNSの好影響と悪影響 :

SNSのプラス面とマイナス

面について書かれた記事

を読んで,SNSが 日常生
活に与える影響について

考える。

[聞くこと]
SNS上のトラブル:学生に

頻発する SNS上のトラブ
ルについて話される講義

を聞いて,その問題点や

予防のために必要なスキ

ルを理解する。

・時制に注意して、例文を

理解することができる。

・bc going 10と 帝11の使

い分けについて、例文を読

んで理解する。

・動詞め語法について例

文を読んて
゛
理解する。

[書くこと]      :・ ペア・グループで協力し

・正しい表現を使って日本 |なからコ

語を英語に直すことがで |   ;し
い英文を書く。

きる。           i

[書くこと]
・工しい表現を使って日本

語を英語に直すことがで

きる。

[書くこと]
・物 事 の工 負 の影 響

(POSit市 C  tt  negat市 e

arccts):物 事の工負の影

響に関する表現を理解し,

場面や状況 ,目 的に薦じ

た迫切な文を組み立てる。

差異 (Dircrences):差 異

を表す表現を理解し,場

面や状況 ,目 的に庵じた

迫切な文を組み立てる。

[話すこと]
・類似 (Similarity):類似

を表す表現を理解し,場

面や状況 ,目 的に庵じた

迫切な文を組み立てる。

[書くこと]

理由 (Rcasttns):理 虫を

表す表現を理解し,場 面

や状況 ,目 的に薦じた適

切な文を組み立てる。

[書くこと]
・工しい表現を使って日本

語を英語に直すことがで

きる。

[書くこと]
・正しい表現を使って日本

語を英語に直すことがで

きる。

[書くこと]
・工しい表現を使って日本

語を英語に直すことがで

きる。

・ペア・グループで協力し

ながら工しい英文を書く。

・アメリカの課外活動と日

本の課外活動の形態のど

ちらが良いと思うかについ

て,自 分の経疎を踏まえ

て,自 分の意見を理由や

具体例などとともに,論理

的な構成や展開を工夫し

て言いて伝える。

,日 本人にとって,高コンテ

クストのコミュニケーション

が有益かどうかについて,

自分の考えを理由や具体

例などとともに,論理的な

構成や展開を工夫して書

いて伝える。

。SNSの使用のメリウトとデ

メリットについて,自 分の考

えを理由や具体例などとと

もに,論理的な構成や展

開を工夫して書く。

・SNSの適切な使用を奨
励するために,自分の考え

を理由や具体例などととも

に,論理的な構成や展開

を上夫して書いて伝える。

・ペア・グループで協力し

ながら正しい英文を書く。

・ペァ・グループで協力し

ながら工しい英文を書く。

・ペア・グループで協力し

ながら工しい英文を書く。

(W五 teto he Pomt)L3

Lcsson 7

異文化

What do you do aFtcr school?

Lesson 8

異文化

Dircct and indircct ways of

communication

(Writc to the Point)L4

Lesson 9

情報化社会

Should we use social media?

Lesson 10

情報化社会

Are you a good uscr of social

mcdia?

(Write tO the Point)L5

(Writc to hc Point)L6

(Wiite tO the Point)L7

備考



今和 8年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科・理数科 3年 シラバス

教科名 科日名 (校内名称) 単位数 教 材

外国語
論理・表現Ⅲ

(R論表Ⅲ)
2

教科書:Vision Quesi English Logic ond ExpressionⅢ

[啓林館]

副教材:Wttte to lhe POini[数 研出版]

「論理・表現 I,Ⅱ 」の学習内容を踏まえ,「話すこと (や り取り)」「話す
こと

中′むとした統合的な言語活動を通して,発信能力を強化するための発展的な活動に行うととも
に,論理

の構成や展開を工夫して詳しく伝えたり,伝え合ったりすることができる能力を善う。

具体的な活動と領域は以下の通り。

(1)話すこと[や り取り]

日常的・社会的な話題について,使用する語匂や文,対話の展開などにおいて,支援をほとん
ど活用し

なくても,デイベートやデイスカッシヨンなどの活動を通して,複数の資料を活用しながら,多様な語

匂や文を用いて,意見や主張,課題の解決策などを論理の構成や展開を二夫して詳しく話して伝え合
う

ことおヾできるようにする。

(2)話すこと[発表]

日常的・社会的な話題について,使用する語匂や文,事前の準備などにおぃて,支援をほと々r活用
し

なくても,ス ピーチやプレゼンテーションなどの活動を通して,複数の資料を活用しながら,多様
な語

匂や文を用いて,意見や主張などを論理ゅ構成や展開を工夫して詳しく話して伝えることができる
よう

にする。

(3)書 くこと

日常的・社会的な話題について,複数の資料を活用して,段階的な手順を踏みながら,読み手を説得す

ることができるよう,意見や主張などを効果的な理由や根拠とともに,複数の段落を用ぃて書いて伝え

ることができるようにする。

(発表)」「書くこと」を

授業形態

ア ドバイス

など

Rコースの授業です。3年次の論理・表現Ⅲの授業は,2年次で学習した内容をさら|こ発展さ
せたものです。

ペァヮークでRP異的に自分の考えや意見を英語で説明したり、自分で素早くトピツクを設定して考えを
まとめて

書くトレーニングをしたりするなど、2年水までの授業や自主学習で身につけた知識を活用す
る場面を多く設定し

ます。授業後あ復習を丁寧に行うことで、より矢口識が深く定着します。

思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度知識・技能評価の観点

びその働きや役割を理解してい 1開を二夫して,詳しく話したり書いた

1外国語の背景にある文化に対する

1理解を深め,聞き手・読み手など他

著に配慮しながら,主体的・自律的

に表現しようとている。りして伝え合っている。

じに應 て 分 のや場面 自状 況的目[矢口識 ]

どを 展や主 張や な 論理の構成す関 事項るりま 1意見去特徴や

る技能を身に付けている。

たヽりして伝え合うことができ

る。

E技能]

目的や場面,状況に薦じて,自分

意見や主張などを論理の構成や

開を工夫して,詳 しく話したり

教養力 :幅広い教養と課題発見・

解決のための矢口識・技能

思考力 :論理的に考え,批判的に

掘り下げ,創造するカ

表現力 :思考・判断の結果や経過

をわかりやすく伝えるカ

協働力:多様な他者とコミュニケ

ーションをとり協力するカ

省察力:自 らの行動を振り返り改

善し前に踏み出すカ

育てたい生徒像

(資質・能力)

との関連



主な

評価方法

O定期考査

○小テス ト

O授業・発表内容の観察
O提出課題の点検

O定期考査

〇小テス ト

O授業・発表内容の観察
O提出課題の点検

O授業・発表態度の観察
Oプ レゼンテーションの観察
O提出課題の点検

学期 学習内容
学習の到注目標

知識・技能 思考・判断・表現  1主体的に学習に取り組む態度

前
期
Lcsson l

学習/言語
Friendship and improvemcnt

Lesson 2

学習/言語
Which is better,a papcr or an

elcctronic dictiOnav?

(WritC tO the Point)Ll

personality?

Lcsson 4

サヽミ〔1,理

How do we m▲ ke dcclslons?

(Writc to hc Point)L2

Lcsson 5

医療/健康
OnhnO

doctor consultations

Lcsson 6

医療/健康
Hcalthy hfestyle

3Losson

心理

Can   you   changc   your

〔読むこと]
・学生の悩み解決 :留学

中の 2人の日本人学生か

ら送られた相談メールを

読んで,それぞれの悩みを

理解する。

[聞くこと]
・紙の辞書と電子辞書 :書

店で販売員が話す「紙の

辞書」とr電子辞書」の説

明を聞いて,それぞれの特

徴や違いを理解する。

・「少ない」「増えている」

などの例文を読んで理解

する。

[読むこ

“

〕
・悩み相談コラム:相談コ

ラムに寄せられた性格に

関する悩みと返信の投稿

を読んで,その悩みと助言

を理解する。

[聞くこと]
・決断 :,む理学の授業で ,

2つの異なる「決断スタイ
ル」に関する講義を聞い

て、それぞれの特徴や違い

を理解する。

・一般論を述べるときの主

語の決定について例文を

読んで理解する。

[読むこと]
。オンライン診療 :留学中

にインターネットで調べた

病院のウェブサイトを見

て,オンライン診療と対面

診療の利点について考え

る。

[聞くこと]
・健康的な生活スタイル :

クラスメートのジェイクと沙

也加との会話を聞いて,ジ

ェイクの状況や問題点を

理解する。

[話すこと]
助言 (Advたc):助言を与

える表現を理解し,場面や

状況,目 的に應じた通切

な文を組み立てる。

譲歩 (Conccsdon):譲歩
する表現を理解し,場面や

状況 ,目 的に庵じた適切

な文を組み立てる。

[書くこと]
・正しい表現を使って日本

語を英語に直すことがで

きる。

[話すこと]
・関係 (Relationshios):物

事の関係を表す表現を理

解し,場面や状況,目 的に

應じた迫切な文を組み立

てる。

・判断の根拠 (Bascs of

dcdsions):判 断の根拠を

表す表現を理解し,場 面

や状況 ,目 的に庵じた迫

切な文を組み立てる。

[書くこと]
・正しい表現を使って日本

語を英語に直すことがで

きる。

[話すこと]
・代替 (Altcrnttivcs):代

替を表す表現を理解し,

場面や状況 ,目 的に庵じ

た通切な文を組み立てる。

・結果 (Resuit):結 果を表

す表現を理解し,場 面や

状況 ,目 的に應じた迪切

な文を組み立てる。

・留学中の学生に悩みの

解決策を助言するために,

論理的な構成や展開をエ

夫して書いて伝える。

・初級の言語学習者は「紙

の辞書」と「電子辞書」の

どちらを使うのが良いかに

つぃて,自 分の意見を論

理的な構成や展開を書く。

・ペア・グループで協力じ

ながら正しい英文を書く。

・自分の性格について,子

供のし買の性格と比較しな

がら,理由や具体例ととも

に,論理的な構成や展開

を工夫して書いて伝える。

。これまでの重大な決断に

ついて,いつどのように決

断したか,また決断の結果

について,論理的な構成や

展開を工夫して書く。

。ペア・グループで協力し

ながら正しい美文を書く。

・オンライン診療と対面診

療の利点について考え,ど

ちらがより良いと思うかに

ついて,論理的な構成や

展開を工夫して書く。

ジェイクのクラスメートとし

て,生活の問題点と改善

策を示して助宮するため ,

論理的な構成や展開をエ

夫して書く。



・「～するために」「～しな

ぃよう1こ」の表現を例文を

読んで理解する。

[読むこと]
・課外活動の違い:日 本と

アメリカの課外活動の形

態について,や り取りされ

る学生同士のメ‐ル文を

読んで ,それぞれの課外

活動の特徴や違いを理解

する。

[聞くこと]     
「

なるコミュニケーションス

タイル:2つのコミュニケー

ション文化 (高 コンテクス

トと低コンテクスト)にうい

て話される講義を聞いて,

それぞれの特徴や違いを

理解する。

・「～のために」「～のおか

げで」の表現を例文を読

んで理解する。

[読むこと]
。SNSの好影響と悪影響 :

SNSのプラス面とマイナス

面について書かれた記事

を読んで,SNSが 日常生
活に与える影響について

考える。

[聞くこと]

SNS上のトラブル:学生に

頻発する SNS上のトラブ
ルについて話される講義

を聞いて,その問題点や

予防のために捲要なスキ

ルを理解する。

・時制に注意して、例文を

理解することができる。

・be golng toと wllの使

い分けについて、例文を読

んで理解する。

・動詞の語法について例

文を読んで理解する。

[書くこと〕
・工しい表現を使って日本

語を英語に直すことがで

きる。

[書くこと]
・物 事 の正 負の 影 響

(POSit市 e  &  negat市 e

arects):物 事の正負の影

響に関する表現を理解し,

場面や状況 ,目 的に薦じ

た適切な文を組み立てる。

差異 (Dircrenccs):差 異

を表す表現を理解し,場

面や状況 ,目 的に應じた

迫切な文を組み立てる。

[書くこと]
・工しい表現を使って日本

語を英語に直すことがで

きる。

[話すこと]
・類似 (Sinilarity):類似

を表す表現を理解し,場

面や状況 ,目 的に應じた

適切な文を組み立てる。

[書くこと〕

理由 (Reasons):理 由を

表す表現を理解し,場 面

や状況 ,目 的に応じた通

切な文を組み立てる。

[書くこと]
・工しい表現を使って日本

語を英語に直すことがで

きる。

[書くこと]
・工しい表現を使って日本

語を英語に直すことがで

きる。

[書くこと〕
・上しい表現を使って日本

語を英語に直すことがで

きる。

・ペァ・グル‐プで協力し

ながら工しい英文を書く。

・アメリカの課外活動と日

本の課外活動の形態のど

ちらが良いと思うかについ

て,自 分の経験を踏まえ

て,自 分の意見を理由や

具体例などとともに,論理

的な構成や展開を工夫し

て書いて伝える。

・日本人にとって,高 コンテ

クストのコミュニケーション

が有益かどうかについて,

自分の考えを理由や具体

例などとともに,論理的な

構成や展開を工夫して書

いてイ云える。

・ペァ・グループで協力し

ながら正しい英文を書く。

・SNSの使用のメリットとデ

メリットについて,自 分の考

えを理由や具体例などとと

もに,論理的な構慕や展

開を工夫して書く。

・SNSの 迫切な使用を奨
励するために,自 分の考え

を理由や具体例などととも

に,論理的な構成や展開

を二夫して書いて伝える。

・ペア・グループで協力し

ながら正しい英文を書く。

・ペア・グループで協力し

ながら工しい英文を書く。

・ペア・グループで協力し

ながら工しい英文を書く。

(Writo to hc Point)L3

Lcsson 7

異文化

What do you do after school?

Lesson 8

異文化

Direct and indirect ways OF

communication

(Writc to thc Point)L4

Lesson 9

情報化社会

Should wc ise social mcdia?

Lesson 10

情報化社会

Are you a good uscr of soCial

media?

(Wriゃ to the ttoint)L5

(Write tO the Point)L6

(Writc to thc Point)L7

備考



今和8年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科。理数科3年 シラノドス

教科名 科百名 (校内名称) 単位数 教 材

英語 スルーリーデイング L
ALL EARS Pre― Advonced(美誠社 )

ReGding COre for共通テスト(啓隆社)

動及びこれらを結び付けた統合的な言語活動を通して、情報や考えなどを的確
に理解したり、通切に

表現したり伝え合ったりするコミユニケーシヨンを図る資質 `能力を姿う。

①外国語の4技能について、実際のコミュニケ=シ
ヨンにおいて活用できる知識・技能を身に付ける。

外国語の学習を通して、言語の働きや役割などを理解できるようにする。(知識
・技能)

②場所。目的・状況などに薦じて、日常的・社会的な話題について、情報や考え
などを外国語で的確に

理解したり適切に伝え合ったりできるようにする。(思考力・判断ん
。表現力)

③外国語の背景にある文化に対して理解を深め、聞き手
・読み手・話し手・書き手に配慮しながら、外

国語で聞いたりt読んだりしたことを活用して自分の意見や考えなどを話したり書
いたりしようとし

ている。(主体性 )

外国語によるコミュ■ケーシヨンにおける見方 考え方を働か
せ、以下の 6つあ領域において言語活

授業形態

ア ドバイス

など

スルーリーデイングの授 業 は,様 々なテーマの英 文 を読 んだり聞いたりし,そ の内容
に関 して,ま

た,本 文 の表 現 を応 用 して,様 々な表 現 活 動 を行 います。授 業 中
の活 動 に積極 的 に参加 しま

しょう。

評価の観点 矢口識・技能 思考・判断・表現 1 主体的に学習に取り組む態度

|で聞いたり、読んだりしたことを活用

!して自分あ意見や考えなどを聞いた

I り、読んだり、話したり書いたりしよ

| うとしてヽ`る。

:こじに1場所

な話題にン :こ

手 にに理解

に しての あ 文る 化 対語 背景国てど 應 日常コ 的目 状況な
=,t
て4の 実際の語 技 能

話手 し深 めを 聞 手寺 読みて やつ会 情報 理 解社 的で き用 るケ
エ
シ ョ お てヽ活 1的

毒 なし が 外国語たし 慮 ら配言I手どをえな 国語でタトけてt る 国外 I考 的確付含ヒ技 身を

て る`tえ た適 伝 合っ し切やを てし 言語の働き 役習 通学

してどな 理 解を る。し

育てたい生徒像

(資質・能力)

との関連

教養力 :幅広い教基 1課題発見

解決のための知識・技能

思考力 !論理的に考え,批判的ti

掘り下げ,創造するカ

表現力:思考・判断の結果や経準

をわかりやすく伝えるカ

協働力 :多様な他者とコミユニケ

ーションをとり協力するカ

省察力 :自 らの行動を振り返り改

善 し前に踏み出すカ

○授業・発表態度の観察

O投業間違提出課題の点検
○定期考査

O授業・発表内容の観察

O授業関連提出課題の点検

O定期考査

○授業・発表内容の観察

O授業関連提出課題の点検
主な

評価方法



学期 学習内容
学習の到達目標

知識・技能 思考・判断・表現  1主体的に学習に取り組む態度

前
期

I目 的に合わせて姓要な情報

を読み取る

2情報を事実と意見に整理する

3読み取つた内容を時系列に

整理する

4論理の構成や展開に配慮し

文章を修正する

5複数の資料を読み考察する

6概要や要点をとらえる

7文章を要約する

8資料を活用し、文章のアウト

ラインを組み立てる

9目 的に合わせて姓要な情報

を読み取る

10情報を事実と意見に整理す

る

II読み取った内容を時系列に

整理する

12論理の構成や展開に配慮し

文章を修正する

i3複数の資料を読み、考察す

る

14概要や妥点をとらえる

「5文章を要約する

16資料を活用しアウトラインを

組み立てる

【聞くこと】

1場面や状況に庵じた表

現を知っている。
・「聞くこと」に用いられる

語匂や文法を矢口ってい

る。
・日常的な話題について,

英語の学習で取り扱わ

れた文化について理解

している。
・ジェスチャーなど非言語

的なコミュニケーション

手段の役割や用い方を

理解している。
・日常的な話題について,

英語の学習で取り扱わ

れた文化について理解

している

【読むこと】
・読んだ内容について概

要や要点を把握するこ

とができる。
・文や文章を目的に庵じ

た迫切な速さで読み取

ることができる。
・言語や言語の運用につ

いての基本的な矢口識を

身に付けている。
・場面や状況による強勢

やイントネーションの違

いを理解している。
。文字や符号を識別する

知識を身に付けている。
・場面や状況に薦じた表

現を知っている。
・文章の流れについての

知識がある。
,「読むこと」に用いられる

語匂や文法を知ってい

る。
七日常的な話題について,

英語の学習で取り扱わ

れた文化について理解

している。
・日常的な話題について,

英語の学習で取り扱わ

れた文化について理解

している。

【聞くこと】
・理解できないとき,確記

したり,繰り返しや説明

を求めたりしてぃる。

・日常的な話題について

の英語を聞いて,情報

や考えなど相手が伝え

ようとすることを正確に

理解することができる。

・リズムやイントネーション

など基本的な英語の音

声の特徴をとらえ,正し

く聞き取ることができ

る。
・聞いた内容について正し

く理解することができ

る。

【読むこと】
・理解できないところがあ

うても,推測するなどし

て読み続けている。

日常的な話題についての

英語を正しく昔読したり

嗜唱したりすることがで

きる。
・工しいリズムゃィントネニ

ションなどを用ぃて,音

読したり暗唱したりする

ことおヾできる。

日常的な話題についての

英語で書かれた内容

が表現されるように迫

切に音読したり暗唱し

たりすることができる。

【話すこと】
・日常的な話題について

英語で情報や考えなど

を正しく話すことができ

る。
・工しいリズムやイントネー

ションなどを用いて,話

すことができる。
・文法に従って工しく話す

ことができる。
・伝えたい情報や考えなど

を正確に話すことがで

きる。
・日常的な話題について,

【聞くこと】
・「聞くこと」の言語活動に

積極的,主体的に取り

組んでいる。
・相手を見て話を開いた

り,雖要に応じてメモを

取るなど,相手の話 :こ

関′せを持っている。
・聞いたことについてジェ

スチャーや簡単なことば

で庵答したりしている。
・聞いた内容について意

見や感想を述べようとし

ている。
・さまざまな工夫をすること

で,コ ミュニケーションを

主体的に続けようとして

いる。
・理解できないところうヾあ

っても,推測するなどし

て聞き続ける。

【読むこと】
・「読むこと」の言語活動

に積極的,主体的に取

り組んでいる。
・X要に庵じてメモを取る
など,読んでいる内容に

関ミをもっている。
・読んだ内容について意見

や感想を述べようとして

tヽる。
・姓要に庵じて辞書などを

活用している。

さまざまな工夫をすること

で,コ ミュニケーションを

主体的に続けようとして

いる。
・音読や暗唱に積極的に

取り組んでいる。

【話すこと】
。「話すこと」の言語活動

に積極的,主体的に取

り組んでいる。
・間違うことを恐れず自分

の考えなどを話してぃ

る。
・自ら学んだ表現や進んで

後

期



【話すこと】
・言語や言語の運用につ

いての基本的な衣口識を

身に付けている。

・場面や状況による強勢

やイントネーシヨンの連

いを理解している」

・場面や状況に應じた表

現を知っている。

・「話すこと」に用いられる

語旬や文法を矢口ってい

る。
。日常的な話題について,

英語の学習で取り扱わ

れた文化について理解

している。
・ジェスチャーなど非言語

的なコミュニケ=シ
ヨン

手段の役割や用い方を

理解している。

・日常的な話題について,

英語の学習で取り扱わ

れた文化について理解

している。

【書くこと】

:「書くこと」の言語活動に

積極的,主体的に取り

組んでいる。

・間違うことを恐れず自分

の考えなどを書いてい

るも

・自ら進んで書いたものを

読み直し,意欲的に書

き直したりしている。

・自ら学んだ表現や進ん

で集めた情報などを使

って書いている。

・挺要に庵じて辞書などを

活用している。

・さまざまな工夫をするこ

とで,コ ミュニケ=シヨ
ン

を主体的に続けようとし

ている。

・よりうまく伝わるように,

別の語句や表現で言い

換えたり,説明して伝え

るなどの工夫をしてい

る。

・表現できないところがあ

っても矢口っている語匂や

表現を用いて書き続け

ている。

場面や目的に庵じて,

英語で適切に話すこと

ができる。

・伝えたい内容,場 面,相

手 ,目 的などにAじて

語 匂や表現を選択 し

迫切に話すことができ

る。
・相手の発話に対して迫

切に薦答することがで

きる。       :
・場面や目的に庵じて迫

切な速さや声の大きさ

で話すことおヾできる。

・相手の理解を確諷しそ

れに応じて話すことが

できる。

【書くこと】
。日常的な話題について,

得た情報や自分の考え

を英語で工しく書くこと

ができる。

・文法に従って工しく書く

ことができる。

・伝えたい情報や考えなど

を正確に書くことができ

る。
・日常的な話題について,

場面や目的に応じて,

英語で適切に書くこと

がて
゛
きる。

・内容を整理し,雖要な分

量を書くことができる。

・伝えたい内容,場面,読

み手 ,目 的などに應じ

て,語句や表現を選択

し適切に書くことができ

る。
・文のつながりや構成を

考えた文章を書くこと

ができる。

集めた情報などを使

て話している。

・関喀をもって質問してい

る。
・ペア・ワークやグループ・

ワークなどにおいて積極

的に話し合ったり意見

の交換をしている。

・さまざまな工夫をすること

で,コ ミュニケーションを

主体的に続けようとして

いる。

・うまく言えないことがあつ

ても,別 の語匂や表現

で言い換えたり,説明し

て伝えるなどの工夫をし

ている。
・つなぎ言葉を用いるな

ど,不 自然な沈黙をせ

ず話し続けている。

【書くこと】
・「書くこと」の言語活動に

積極的,主体的に取り

組んでいる。

・間違うことを恐れず自分

の考えなどを書いてい

る。

・自ら進んで書いたものを

読み直し,意欲的に書き

直したりしているb

・自ら学んだ表現や進んで

集めた情報などを使っ

て書いてヽ`る。

・兇要にAじて辞書などを

活用している。

・さまざまな工夫をすること

で,7ミュニケ
iションを

主体的に続けようとして

いる。
・よりうまく伝わるように,

別の語句や表現で宮い

換えたり,説明して伝た

るなどの工夫をしてい

る。

・表現できないところがあ

うても知っている語匂や

表現を用いて書き続け

ている。

17目 的に合わせて兇要な情報

を読み取る

181'青報を事実と意見に整理す

る

19読み取つた内容を時系列に

整理する

20論理の校工や展開に配慮し

て文章を修正する

備考



今和 8年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科・理教科 3年 シラバス

教科名 科日名 (校内名称) 単位数 教 材

英語 スルィリーデイング R
A‖ Eors Pre― Advanced(夢手成ネ土)

Smarl Reader Stondard(い いずな書店)

外国語によるコミュニケーシヨンにおける見方・考え方を働かせ、以下の 6つの

動及びこれらを結び付けた統合的な言語活動を通して、情報や考えなどを的確に理解したり、通
切に

表現したり伝え合?た りするコミュニケーションを図る資質
。能力を養う。

①外国語の 4技能について、実際のコミュニケーシヨンにおいて活用できる知識
・挟能を身に付ける。

外国語の学習を通して、言語の働きや役割などを理解できるようにする。(矢
口識・技能)

②場所 t目的・状況などに応じて、日常的
。社会的な話題につ` て`、情報や考えなどを外国語で的確に

理解したり迫切に伝え合ったりできるようにする。(思考力・判断力
:表現力)

③外国語の背景にある文化に対して理解を深め、聞き手・読み手・話し手
・書き手に配慮しながら、外

国語で聞ぃたり、読んだりしたことを活用して自分の意見や考えなどを話したり書
いたりしようとし

ている。(主体性 )

領域において言語活

スルーリーディングの授 業 は,様 々なテーマの英 文 を読 んだり聞 いたりし,そ の内容 に関 して,ま

た,本 文 の表現 を應 用 して,様 々な表現 活動 を行 います。授 業 中の活 動 に積 極 的
に参加 しま

しょう。

授業形態

ア ドバイス

など

主体的に学習に取り組む態度思考・判断・表現知識・技能評価の観点

目的・状況などに応じて、日常 タト国語の背景にある文化に対して

えなどを外国語で的確に理解した I手。書き手に配慮しながら、外国語

理解を深め、聞き手 `読み手・話し・社会的な話題について、情報や

、通切に伝え合ったりしている。

語の 4技能について、実際のコ

学習を通して、言語の働きや役

などを理解している。

り、読んだり、話したり書いたりしよ

うとしている。

|で聞いたり、読んだりしたことを活用

|して自分の意見や考えなどを聞いた

ミュニケーションt=おいて活用できる 1的

識・技能を身に付けている。外国 1考

教養力 :幅広い教養と課題発見・

解決のための矢口識・技能

思考力 :論理的に考え,批判的に

掘り下げ,創造するカ

表現力 :尽考 ,判断の結果や経過

をわかりやすく伝えるカ

協働力 :多様な他者とコミュニケ

ーションをとり協力するカ

省察力 :自 らの行動を振り返り改

善し前に,沓み出すカ

育てたい生徒像

(資質・能力)

との関連

主な

評価方法

○定期考査

〇小テス ト

O授業・発表内容の観察

O授業ノー ト・提出課題の点検

O定期考査

O小テス ト

O授業・発表内容の観察

O授業ノード・提出課題の点検

○授業・発表態度の観察

Oプレゼンテーシヨンの観察

O提出課題の点検



学期 学習内容
学習の到達目標

矢口識・技能 忌考・判断・表現  1主体的に学習に取り組む態度

前
期

I主格の関係代名詞で名詞を

修飾する

2目 的格の関係代名詞で名詞

を修飾する

3所有格の関係代名詞で名詞

を修飾する

4関係代名詞の前に前置詞が

入る

5名詞にく主語十動詞〉が直接

続く

6不定詞を使って名詞を修飾す

る

7過去分詞を使って名詞を修
飾する

8現在分詞を使って名詞を修

飾する

9名詞に前置詞句が続く

10名詞修飾のポイントが節の
中に複数ある

II名詞修飾のポイントが文の
中に複数ある

12同格の thal節で内容を述
べる

13関係代名詞 whotを使って

名詞節を作る

14動名詞が主語になる
1 5whetherを使って名詞節を

つくる

16形式主語の‖を使う
17形式目的語の‖を使う
18 1t is～ lhat…の強調構

文を使う

I?しヒ較表現を使う

20仮定法を使う
21 so～ thaⅢ・・をイ史う
22 nol oniy ～ bul αlso ・̈を

使う

23否定語が文頭に出て倒置
わM電こる

24文の要素の順番が変わる
25(the+Lヒ較級 ,the+しヒ較
級)の構文を使う

26 that宅市をondてЧ官寺Sミ

27等位接続詞で共通関係を
つくる

28関係代名詞の非限定用法
を使う①

29関係代名詞の非限定用法
を使う②

30分詞を使って補足説明をカロ

【聞くこと】
・場面や状況に薦じた表

現を矢口つている。
・『聞くこと」1こ用いられる

語匂や文法を知つてい

る。
・日常的な話題について,

英語め学習で取り扱わ

れた文化について理解

してぃる。
・ジェスチャーなど,,言語

的なコミュニケーション

手段の役割や用い方を

理解している。
。日常的な話題について,

英語の学習で取り扱わ

れた文化について理解

している

【読むこと】
・読んだ内容について概

要や要点を把握するこ

とができる。
・文や文章を目的に庵じ

た迫切な速さで読み取

ることかヾできる。
・言語や言語の運用につ

いての基本的な知識を

身に付けている。
・場面や状況による強勢

やイントネーションの違

いを理解している。
・文字や符号を識別する

矢口識を身に付けている。
・場面や状況に薦じた表

現を矢口っている。

・文章の流れについての

矢口識がある。
・「読むこと」:こ用いられる

語匂や文法を知ってい

る。

,日 常的な話題にういて,

英語の学習で取り扱わ

れた文化について理解

している。
・日常的な話題について,

英語の学習で取り扱わ

れた文化について理解

している。

【聞くこと】
:理解できないとき,確認

したり,繰り返しや説明

を求めたりしていると

'日 常的な話題について

の英語を聞いて,情報

や考えなど相手が伝え

ようとすることを正確に

理解することができる。

・リズムやイントネーション

など基本的な英語の音

声の特徴をとらえ;工し

く聞き取ることができ

る。
・聞いた内容について正し

く理解することができ

る。

【読むこと】
・理解できないところおヾあ

っても,推測するなどし

て読み続けている。

日常的な話題にういての

英語を正しく音読したり

暗唱したりすることがで

きる。
・正しいリズムやイントネー

ションなどを用いて,音

読したり暗唱したりする

ことがて
゛
きる。

日常的な話題についての

英語で書かれた内容

が表現されるように適

切に音読したり暗唱し

たりすることができる。

【話すこと】
・日常的な話題について

英語で情報や考えなど

を正しく話すことおドでき

る。
・工しいリズムやイントネー

ションなどを用いて,話

すことができる。
・文法に従って正しく話す

ことができる。
・伝えたい情報や考えなど

を正確に話すことがで

きる。
・日常的な話題について,

【聞くこと】
・「聞くこと」の言語活動に

積極的,主体的に取り

組んでいる。
・相手を見て話を聞いた

り,兇要に庵じてメモを

取るなど,相手の話 に

関,むを持っている。
・聞いたことについてジェ

スチャーや簡単なことば

で應答したりしている。
・聞いた内容について意

見や感想を述べようとし

ている。
。さまざまな工夫をすること

で,コ ミュニケーションを

主体的に続けようとして

いる。

・理解できないところおヾあ

っても,推測するなどし

て聞き続ける。

【読むこと】
・「読むこと」の言語活動

に積極的,主体的に取

り組んでいる。
・挺要に庵じてメモを取る

など,読んでいる内容に

関職をもっている。
・読んだ内容について意見

や感想を述べようとして

いる。
・雖要に庵じて辞書などを

活用している。

さまざまな工夫をすること

で,コ ミュニケ
エションを

主体的に続けようとして

いる。
・音読や暗唱に積極的に

取り組んでいる。

【話すこと】
・「話すこと」の言語活動

に積極的,主体的に取

り組んでいる。
・間違うことを恐れず自分

の考えなどを話してい

る。
・自ら学んだ表現や進んで

後

期



【話すこと】
・言語や言語の運用につ

いての基本的な知識を

身に付けている。

・場面や状況による強勢

やイントネーションの違

いを理解している。

・場面や状況に庵じた表

現を矢口っている。

・「話すこと」に用いられる

語匂や文法を知ってい

る。
・日常的な話題について,

英語の学習で取り扱わ

れた文化について理解

している。
・ジェスチャーなど非言語

的なコミュニケーション

手段の役割や用い方を

理解している。
。日常的な話題について,

英語の学習で取り扱わ

れた文化について理解

している。

【書くこと】
・「書くこと」の言語活動に

積極的,主体的に取 り

組んでいる。
・間違うことを恐れず自分

の考えなどを書いてい

る。
・自ら進んで書いたものを

読み直し,意欲的に書

き直したりしている。

・白ら学んだ表現や進ん

で集めた情報などを使

って書いている。

・姓要に薦じて辞書などを

活用している。

・さまざまな二夫をするこ

とで,コ ミュニケーシヨン

を主体的に続けようとし

ている。
・よりうまく伝わるように,

別の議匂や表現で言い

換えたり,説明して伝え

るなどの工夫をしてい

る。
・表現できないところがあ

っても矢口っている語匂や

表現を用いて書き続け

ている。

場面や目的に庵じて,

英語で迫切に話すこと

ができる。
・伝えたい内容,場面,相

手 ,目 的などに應じて

語 匂や表現を選択 し

適切に話すことができ

る。

・相手の発話に対して迎

切にた答することがで

きる。
・場面や目的に應じて迫

切な速さや声の大きさ

で話すことができる。

・相手の理解を確誤しそ

れに應じて話すことが

できる。

【書くこと】
・日常的な話題について,

得た情報や自分の考え

を英語で工しく書くこと

ができる。

・文法に従って正しく書く

ことができる。

・伝えたい情報や考えなど

を正確に書くことができ

る。
・日常的な話題について,

場面や目的に薦じて ,

英語で迫切に書くこと

ができる。
・内容を整理し,兇要な分

量を書くことができる。

・伝えたい内容;場面,読

み手 ,目 的などに應じ

て,語匂や表現を選択

し迫切に書くことができ

る。
・文のつながりや構成を

考えた文章を書くこと

ができる。

集めた情報などを使っ

て話している。

・関造をもちて質問してい

る。
・ペア・ワークやグループ・

ワークなど|こおいて積極

的に話し合ったり意見

の交換をしている。

・さまざまな工夫をすること

で,コ ミュニケーシヨンを

主体的に続けようとして

いる。
・うまく言えないことがあつ

ても,別 の語匂や表現

で言い換えたり,説明し

て伝えるなどの工夫をし

ている。
・つなぎ言葉を用いるな

ど,不 自然な沈黙をせ

ず話し続けている。

【書くこと】
・「書くこと」の言語活動に

積極的,主体的に取り

組んでいる。
・間違うことを恐れず自分

の考えなどを書いてい

る。
・自ら進んで書いたものを

読み直し,意欲的に書き

直したりしている。

・自ら学んだ表現や進んで

集めた情報などを使っ

て書いている。

・兇要に庵じて辞書などを

活用してヽ`る。

・さまざまな工夫をすること

で ,コ ミュニケーシヨンを

主体的に続けようとして

いる。

・よりうまく伝わるように,

別の語匂や表現で言:い

換えたり,説明して伝え

るなどの工夫をしてい

る。

・表現できないところがあ

っても矢口っている語匂や

表現を用いて書き続け

ている。

える

31分詞を使って副詞的な意味
を表す

32w‖h使って付帯状況を表
す

33く動詞+名 詞十不定詞〉の

話順を使う

34(動詞十名詞十動詞の原
形〉の語順を使う

35く動詞十名詞十補語〉の語

‖贋を使う

備考



今和 8年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科 3年 シラバス

単位数科日名 (校内名称)教科名

」et Redding英語速読テス ト Levё i 3(数研出版)

sieoking Gym Stondbrd(数 研出片反)

外国語によるコミユニケーシヨン
'と

おける見方・考え方

勤及びこれらを結び付けた統合的な言語活動を通して、

表現したり伝え合ったりするコミュ■ケーシヨンを図る資質
・能力を基う。

①外国語の 4技能について、実際のコミユニケーションにおいて活用
できる矢口識・技能を身に付ける。

外国語の学習を通して、言語の働きや役割などを理解できるよう
にする。(知識・技能)

②場所 。目的・状況などに應じて、日常的
・社会的な話題について、情報や考

えなどを外国語で的確に

理解したり適切に伝え合ったりできるようにする。(思考力
・判断力・表現力)

③外国語の背景にある文化に対して理解を深め、聞き手
・読み手・話し手 :書き手に配慮しながら、外

国語で聞いたり、読んだりしたことを活用して自分の意見や考えな
どを話したり書いたりしようとし

ている。(主体性)

を働かせ、以下の5っの領域において言語活

情報や考えなどを的確に理解したり、通切に

授業形態

ア ドバイス

など

普通科文系の選択科日です。予習を前掟とせず、その場で辞書を使用
せずに速読長文を初見読みし、

実戦的な読解力を育成します。また、即輿的にペア
!ワ ークで意見交換をしなおヾら、表現力と発信カ

を高めますので、積極的に自分の考えを英語で話すようにして下さい。同様
に、長文の■題に関する

パラグラフ・ライテイングにも挑戦します。4技能をバランス良く伸げしていきましよう。

評価の観点 矢口識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

タト国語の背景にある文イしに対して

i 理解を深め、聞き手・読み手・話し

1手・書き手に西i慮しながら、外国語

|で聞いたり、読んだりしたことを活用

1場所・目的・状況など
'〒

庵じて、日常

1的
・社会的な話題に?い下 情ヽ報や

1考えなどを外国語で的確に理解した

習を通して、言語の働きや役 り、通切に伝え合ったりして
いる。

ン にニケ=

コつ t て4 実際の語 の 技台ヒ

て活 寺で るシ ョ お 用

七を てけ 外国る。技能 身 付

|して自分の意見や考えなどを聞いたなどを理解している。
り、読んだり、話したり書いたりしよ

うとしている。

育てたい生徒像

(資質・能力)

との関連

教善力 :幅広い教養と課題発見

解決のための知識・技能

忌考力:論理的に考え,批判的に

掘り下げ,創造するカ

表現力 i思考・判断の結果や経過

をわかりやすく伝えるカ

協働力:多様な他者とコミュニケ

ーションをとり協力するカ

省察力:自 らの行動を振り返り改

善し前に踏み出すカ

○定期考査

○課題考査

〇小テス ト

O授業・発表内容の観察

O授業ノート・提出課題の点検

O定期考査

O課題考査

O小テスト

〇パフィーマンス・テス ト

O授業・発表内容の観察

O授業ノー ト・提出課題の点検

○授業・発表態度の観察

Oプ レゼンテーシヨンの観察

O提出課題の点検

主な

評価方法



学期 学習内容
学習の到違目標

知識・技能   1  思考・判断・表現  1主体的に学習に取り組む態度
前
期

Activity I

Lesson I(教 育/エッセイ)

Activity 2

Lesson2(歴 史/説明文)

Activity 3

Lesson3(文 化/説明文)

Cい。‖enge l

Lessoh 4(仕事/メール)

Activity 4

Lesson 5(歴 史/説明文 )

Acttivity 5

Lesson 6(科 学/評論)

ActtivⅢソ6
Lesson 7(社 会/グラフ)

Cha‖enge 2

Lesson 8 (文イし/物語 )

Activity 7

Lesson 9 (ス ホ
°一ツ/伝宮己)

Activity 8

Lesson 10(生活/広告)

【聞くこと】
・場面や状況に薦じた表

現を知っている。
・「聞くこと」に用いられる

語匂や文法を知ってい

る。
。日常的な話題について,

英語の学習で取り扱わ

れた文化について理解

している。
・ジエスチャーなど,F言語

的なコミュニケーション

手段の役割や用い方を

理解している。
・日常的な話題について,

英語の学習で取り扱わ

れた文化について理解

している

【読むこと】
・読んだ内容について概

要や要点を把握するこ

とができる。
・文や文章を目的に薦じ

た道切な速さで読み取

ることおヾできる。
・言語や言語の運用につ

いての基本的な知識を

身に付けている。
・場面や状況による強勢

やイントネーションの違

いを理解している。
・文字や符号を識別する

知識を身に付けている。
・場面や状況に庵じた表

現を矢口ちている。
・文章の流れについての

知識がある。
,「読むこと」|こ用いられる

語句や文法を知ってい

る。
・日常的な話題について,

英語の学習で取り扱わ

れた文化について理解

【聞くこと】
・理解できないとき,確認

したり,繰 り返しや説明

を求めたりしている。
・日常的な話題について

の英語を聞いて,情報

や考えなど相手が伝え

ようとすることを正確に

理解することができる。
・リズムやイントネーション

など基本的な英語の音

声の特徴をとらえ,正し

く聞き取ることができ

る。
こ聞いた内容について正し

く理解することができ

る。

【読むこと】
・理解できないところがあ

っても,推測するなどし

て読み続けている。

日常的な話題についての

英語を正しく昔読したり

暗唱したりすることがで

きる。
・正しいリズムやイントネー

ションなどを用いて,音

読したり暗唱したりする

ことができる。

日常的な話題についての

英語で書かれた内容

が表現されるように適

切に昔読したり嗜唱し

たりすることができる。

【話すこと】
。日常的な話題について

英語で情報や考えなど

を正しく話すことができ

る。
・正しいリズムやイントネー

ションなどを用いて;話

すことができる。

【聞くこと】
・「聞くこと」の言語活動に

積極的,主体的に取り

組んでいる。
・相手を見て話を聞いた

り,捲要に庵じてメモを

取るなど,相手の話 に

関Jむを持っている。
・聞いたことについてジェ

スチャーや簡単なことば

で応答したりしている。
・聞いた内容について意

見や感想を述べようとし

ている。
・さまざまな工夫をすること

で,コ ミュニケーションを

主体的に続けようとして

いる。
・理角子できないところがあ

っても,推測するなどし

て聞き続ける。

【読むこと】
・「読むこと」の言語活動

に積極的,主体的に取

り組んでいる。
・必要に應じてメモを取る

など,読んでいる内容に

関趙をもっている。
・読んだ内容について意見

や感想を述べようとして

いる。
・姓要に薦じて辞書などを

活用している。

さまざまな工夫をすること

で,コ ミュニケーションを

主体的に続けようとして

いる。
・昔読や暗唱に積極的に

取り組んでいる。

【話すこと】
・「話すこと」の言語活動

に積極的,主体的に取



している。
・日常的な話題について,

英語の学習で取り扱わ

れた文化について理解

している。

【話すこと】
・言語や言語の運用につ

いての基本的な矢口識を

身に付けている。

・場面や状況による強勢

やイントネーシヨンの違

いを理解している。

・場面や状況 1こ應じた表

現を知っている。

・「話すこと」|こ 用いられる

語匂や文法を知つてい

る。
・日常的な話題について,

英語の学習で取り扱わ

れた文化について理解

している。
・ジェスチャーなど非言語

的なコミュニケーシヨン

手段の役割や用い方を

理解している。

・日常的な話題について,

英語の学習で取り扱わ

れた文化について理解

している。

【書くこと】
。「書くこと」の言語活動に

積極的,主体的に取り

組んでいる。

・間違うことを恐れず自分

の考えなどを書いてい

る。
こ自ら進んで書いたものを

読み直し,意欲的に書

き直したりしている。

・自ら学んだ表現や進ん

で集めた情報などを使

って書いている。

・丞要に薦じて辞書などを

活用している。
。さまざまな工夫をするこ

とで,コ ミュニケーシヨン

を主体的に続けようとし

ている。
・よりうまく伝わるように,

別の語匂や表現で言い

換えたり,説明して伝え

るなどの工夫をしてい

る。
・表現できないところがあ

っても知つている語匂や

表現を用いて書き続け

ている。

・文法に従って正しく話す

ことおヾできる。

・伝えたい情報や考えなど

を正確に話すことがで

きる。
・日常的な話題について,

場面や目的にAじて,
英語で適切に話すこと

おヾできる。
・伝えたい内容,場 面,相

手 ,目 的などに應じて

語匂や表現を選択 し

通切に話すことができ

る。

・相手の発話に対して適

切にA答することがで
きる。      i
・場面や目的にAじて適

切な速さや声の大きさ

で話すことができる。
・相手の理解を確記しそ

れに庵じて話すことが

できる。

【書くこと】
・日常的な話題について,

得た情報や自分の考え

を英語で工しく書くこと

おヾできる。

・文法に従って正しく書く

ことができる。

・伝えたい情報や考えなど

を正確に書くことができ

る。
・日常的な話題について,

場衝や目的に應じて ,

英語で適切に書くこと

かヾできる。
・内容を整理し,挺妥な分

量を書くことができる。

・伝えたい内容,場面,読

み手 ,目 的などに應じ

て,語匂や表現を選択

し通切に書くことができ

る。
・文のつながりや構成を

考えた文章を書くこと

ができる。

り組んでいる。

・間違うことを恐れず自分

の考えなどを話してい

る。

・自ら学んだ表現や進んで

集めた情報などを使う

て話して寺`る。

・関趙をもって質問してい

る。
・ペア・ワークやグループ・

ワークなどにおいて積極

的に話し合ったり意見

の交換をしている。

・さまざまな工夫をすること

で,コ ミュニケーションを

主体的に続けようとして

いるb
・うまく言えないことがあつ

ても,別 の語匂や表現

で言い換えたり,説明し

て伝えるなどの工夫をし

ている。
・つなぎ言葉を用いるな

ど,不 自然な沈黙をせ

ず話し続けている。

【書くこと】
。「書くこと」の言語活動に

積極的,主体的に耳叉り

組んでいる。

・間違うことを恐れず自分

の考えなどを書いてい

る。
・自ら進んで書いたものを

読み直し,意欲的に書き

直したりしている。

・自ら学んだ表現や進んで

集めた情報などを使っ

て書いている。

・挺要に應じて辞書などを

活用している。

・さまざまな工夫をすること

で,コ ミュニケーシヨンを

主体的に続けようとして

tヽる。
・よりうまく伝わるように,

別の語匂や表現で言い

換えたり,説明して伝え

るなどの工夫をしてい

る。
・表現できないところがわ
っても矢口っている語匂や

表現を用いて書き続け

ている。

Activity 9

Lesson II(文化/説明文)

chanenge 3
Lesson i2(科学/評論)

Acti胡ty 10

Lesson i3(生活/メエル)

Activity I I

Lesson i4(社会/説明文)

Activity 1 2

Lesson 1 5(医療/説明文)

ChoWenge 4
Lesson 1 6 (生活ノ/ウエフ

・
)

Acヤ i胡ty 13

Lesson 17(社会/説明文)

Activi†y14
Lesson 18(言語/評論)

Activity 1 5

Less6n i9(歴史/説明文)
Lesson 20(社会/説明文)

Ch(】 ‖enge 5

Lesson 21(経済/説明文)
Lesson 22(歴 史/説明文)

備考


